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特集・子どもと社会・文化II

遊具のデザイン

せノc　　　　　　た　　　　　　　　みつる

仙　　田　　　満
環境デザ．イン研究所長

（1遊具の役割とは何か

　イ・どものための遊びは必．要かと問うと、多くの人

は必．要だといい、それではr一どものために遊．具は必

要かと問うと、ほとんどの大人、は必要ないといっ．

その大人たちは、自分たちか遊んだ山や川こそか丁

どもたちに必要なのたという．しかし、彼らの息r一

や娘て．あるf’どもたちに、川や山が身近にあるだろ

うか．．．あるいは、メンコやべ一ゴマができる路地か．

あるだろうか．私たちは昭和30年代以降ク）壮大な都

市化の中で、子どもたちの自由な遊び場を奪ってき

てしまった，まだ田舎には、山やll［か．あるのではな

いかという人もいるだろうtttしかし田舎でも、その

自然遊ぴを継承していった∫一どもの遊び集団　　い

わゆるガキ大将組識一一は、テレビという情報都lll

化によ’．、て無残にも解体させられてしまった．t現在

の1’・どもたちの遊び環境の現状は、昭和35年を境と

して激しく変化してLまったのて’ある　r・どもの教

育の状況を含め、遊び環境を再構成していく方法が

今緊急に求められている＝

　都市に、生きている自然、虫かいて蝶々がいて魚

がいる自然を取り戻すこと、J’・どもたちの遊び集団

を再興させること、圭た．∫・どもたちの遊び時H・ilその

ものを増やしていくことが求められている．これよ

りも、その重要性においてはド位で’あるかもしれな

いか、遊びの装置である遊具においても、その役制

は変化してきている．遊具を敵視するノ＼々は、遊具

がr一どもの遊びを奪ってしまう．ように考えていた．

しかし自然と遊具とは敵対するものでなく、また遊

具が自然を代償で’きるもので．はない．．数多くの遊び

のうち、遊具を媒介として発生しうる遊ひ．は、身体

動作遊ひ．、乗り物遊び、水遊ぴ．、模倣遊び、追跡鬼

遊び、ドロ・砂遊び．、アジト遊びなどであって、遊

具遊びとなリ得る遊びの種類は、どんなに多く見積

っても全遊ひ．種矧の4分の1しかない。あと4分の

3の遊びは遊呉を媒介として成立し得ないもので．あ

る．例えば自然の中で’の生物抹集遊ひ．やオープンス

ペースて’のボール遊び、アナーキースベースでの探

検などは、遊具の枠を越えた遊びで．ある、

　4分の1を包括する遊）しは、その4分の1の種類

の遊び’を、ある意味で集約的に展開させることがで

きる、．都市化の中で、暖昧な空聞の喪失という形で

減少Lつつある遊び環境の現状において、小さな面

積における遊びの集約化は、遊具の持っている大き

な使命であるといわなければならない．、



　（2）遊具における遊びの発展段階

　遊具におけるr一どもの遊ひ．には発展段階かある．

例えぱ滑り台を考えてみよう　小さな1’一どもが滑り

台を最初に利用する時、［；皆段を登リ、滑．り台の頂上

に立ち、周りを見渡し、それから座って滑り終わる

という行為が行われる　それを“i∫回も繰り返仁うち

に、J’・どもはただ座・って滑るという行為から、寝て

滑ったリ、アでこき．なから滑ったり、頭から滑った

り、滑り；∫をいろいろな形に変えて滑るようになる．

そうするうちに友だちか来ると、2人連結して滑っ

たり、更には滑りlf［iを下方から昇って友だちの足を

引っは・．，たり、鬼こっこをしたりするようになる，

ここに現れた遊具の遊び様札1は3つの段階かあるこ

とかわかる　第1の段階は「機能的遊び段階」と［1乎

ぷもので、遊具に備った遊ひ．の機能をj’・どもたちが

初歩的に体験する遊び行動段階である．滑り台て．い

一」ならば、階段を．Eり、座って滑るという段階、鉄

棒ならは．逆トがりをする段階で’ある．この段階が繰

り返され．るとf’どもは次の「技術的遊び段階」に移

行する．座って滑るだけでなく、手でこく’、寝て滑

る、汕から滑るkいう滑り万をいろいろ工夫し、よ

り高度な技術を使って遊ぷ｛…交階である。ブランコな

らば、el：ってこぐ．、ゆらしながらこぐというような

行為の段階であるし、鉄棒ならぱ．逆上かりをしたヒ

で’〈．’るく『る回るというように、人よりもうまく、速

く、あるいは大きく転回するという〒．f為段階で、　it

どもたちには技術的な何．Lそのものか遊ひ．とな・って

いる段ll皆てある　この段階をr一どもたちか越えると

その遊具を媒fトとしてケ．一ムを始めたりするような

「杜会的遊ひ段階」に移行する．．滑り台で．鬼ご一、こ

　　　　　　　　　　　　　　　16．卑7‘児殖ヒftlR．

をするような段階で．は．滑るという本来的な機能は

さほど重要でなくなる．．t滑リ台という遊び．装置は、

ごっこ遊ひ．の舞台装置でしかなくなリ、f’どもたち

にと・って鬼ごっこそのものか熱中する対象となる。

　このように、遊具に対しf’どもたちは遊び．方を変

化させていくが、すべての遊具か、1機能的遊び’段階」

を経て　「技術的遊ひ．段1荷」に移行し、更に　「杜会的

遊び段階」に発展していくわけではない．

　．例えば「機能的遊び段階」がほとんどで、技術的、

社会的段階に発展しにくいものもある．また、プラ

ンコは「技術的遊び段階」まではいくか、ごっこ遊び

にはなかなか発展Lにくい．，ブランコというのは極

めて個人的な遊具ということがで．きる「逆に、鉄棒

やジャングルジムのような、装置的には単純であって

も、技術的、仕会的段階に展開する遊具もある．二の

場合「技術的遊ぴ段「［皆」は、競争という遊ひに結ひ．つ

きやすく、従って技術的内容によっては杜会的遊び

段階とみなせる場合もある．鉄棒はその技術的な展

開を集団で．競うことによって集団遊びの形態になる

ため、社会的遊び段階までになり得る遊1．↓といえる，

　このように、数多くの遊具における遊びの発展段

階を調べてみると、機能的遊び段階、技術的遊び．段

階、社会的遊ひ’段階の3つの段階に、それぞれ発展

しやすい遊具が］㌧どもたちの遊ひの発達段階と介一，

ているように考えられる，ます基礎的な技術を身に

っけ、それかうまくで．きるようになり、更にゲーム

かできるよ’）になるわけで．ある

（3｝遊具におけるゲームの発生性

それでは、どめような遊只か社会的↓…則i皆まて．発展
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する遊具なのであろうか。私は、従来の公園遊具、外

国からの輸入遊具、私の事務所と大学でデザインした

新しいタイプの遊具をそれぞれ5種類すつ選び、それ

らの遊具で子どもたちが遊ぶ行動の中で、どのような

子どもたちのゲームが発生するかを観察調査した，

　これらの遊具において発生するゲームは大よそ4

つの種類のゲームて．あった。（1）競争ゲーム、〔2）追跡

ゲーム、〔3）格闘ゲーム、（・Dものまねゲームである。

　競争ケ．一ムとは、例えは「速さを競う、あるいは飛

ぶ距離を競うゲームである。「列えば2連の滑リ台な

らば、同時に滑り降りて、どちらが早く着地するか

を競うものである。

　追跡ゲームとは、ある子が鬼になって追跡すると

か、ドVジュンのようにドロボー役と巡査役の一r・ど

もがそれぞれつかまえっこするような追いかけ、追

跡するゲームである。ある意味ではゲーム遊ひ．の基

本ともいうべきものである。

　格闘ゲームとは、プロレスごっこのようなもので、

昔の了一どもたちのチャンバラニっこもこの分野に入る．

　ものまねゲームとは、遊具が家や背景となってお

店ごっことか学校ごっことかおままごとが行われる

ような、いわゆるごっこ遊びをいう。

　競争ゲームが行われる遊具の特色は、遊びの動線

にいろいろな変化のあることである，例えば「ソロ

バンスラィタ．一」のような遊．具は同時に何人ものf’

　どもが滑れ、滑り方、速さを競争することができるd

　追跡ゲームが行われる遊具の特色は、まず遊びの

動線がわかりやすいこと、そしてその動線の中に∫滑

　る」「飛ひ’降りる」等のめまい的遊び行動か含まれて

　いること、そして、この動線が閉じていることであ

4

る．．例えは’、「’サーキュレーション」は動線そのもの

が遊具化されており、「滑る」「登る」「飛び降リる」

「走る」などのいろいろな行為が行われ、しかも見え

ない部分、死角となる部分も多くあって、変化と突

然性をもっており、追跡ゲームの場所としては極め

てよくて’』きている、、

　格闘ゲームは、やわらかい床、すなわちネ・ソト、

ウレタ．ンマット、吊り橋、砂場等がある遊具で、し

かも多少囲まれた感じになった場所に発生Lやすい，

　ものまねごっこは、イモ虫ごっこ、飛行機ごっこ

のように、「滑る」「飛ぷ」というようなめまい行為

の中で行われる場合と、おかあさんこ．っこ〔ままご

との変形）のように遊具の機能と直接関係のないも

のとがある，遊具で．は前者のパターンが多く、後者

はあまり見られない、

　「ジャングルジム」「ぼくらは風の∫’」F．．ぼくらはキ

ャプテン」のような遊具は挑戦的行為が大部分であ

るため、その遊具にある挑戦的行為をすべて行って

しまうと、すなわち征服してしまうと、急激に魅力

がなくなり、他の遊びへと自然には発展しないよう

で’ある、ただし、プレイリーダー、もしくは強力な

ゲームの提昭者がいる場合、「高鬼」等のゲームかで

きることは知られているが、白然の状態で．はなかな

かゲーム遊びへ移行しにくいようである。

　1・ブランコ」「シーゾー」「’ロ．一プウェイ」「ソロバ

ンスライダー」の遊具は、「機能的遊び段階」から「技

術的遊び段階」にいくものであるが、めまい的行為

が圧倒的に多く、遊具で行われている行為の約7割

はこの行為で占められている．tめまい的な体験は、

　日常生活ではほとんど体験できない感覚であるため、



　∫・ども．たちにとって魅力的な遊ひ’とな・っている．し

かしながら、この型の遊具は繰り返しの行為か多く、

「技術的遊び段階」までは連続的に発展していくか、

「杜会的遊ぴ段階．まて．は発展Lにくいようである．．

　一般に、この型の遊具は動作が．単純で．あるため、

幼児及び小学校低学年の利用が多く見られる、．「社会

的遊ひ’段階、まて．観察される遊具で、かつゲームの

発生しやすい遊具は、「滑り台！「’プレィスカルフ．．チ

ャー・1． 夢のかけ衝「スモーランド．」・．コスモX、「サ

ー キュレーションー等である．、これらの遊具の特色

をXvえてみると、まず遊びの発生が機能的遊び行動、

技術的遊び行動、社会的遊び行動ともそれぞれに展

開かみられる．また、遊び行為においては、「休息、

「挑戦」かC3ぽ．同率〔4害1」前後｝で多く、「めまい．Jか

2割前後観察される．「めまい」の内容は、飛ぶ、滑

る、ゆれる等、瞬時の行為が多いので、時間ごとの

比率は低くなるf頃向かあるが、行為の頻度割合はほ

ぽ「休息」「挑戦」と同じと考えられるtt．すなわちt

一 ルラウンドの多機能型遊具である。

　このタィフの遊具についてゲームの発生の要因を

考えてみると、めまい機能が重要な役割を果たして

いる．例えば「夢のかけ僑」を見てみよう。t：・ども

たちは、L人で．はなかなか橋をうまくゆらすことか

できない．数人で協力すると大きくゆれはじめる。

ゆらしているr・どもたちも、落ちるかもしれないと

いうスリル感を味わう、小さな子どもたちは．手スリ

にLか．みつかなければならなくなる、だれかかこわ

がると、もっヒゆらそうと他のr一どもがカケ声をか

ける．1このように、「．ゆれる．1というめまい機能がf’

どもたちグ）rプームを・Jlき起こL、　また、そのv－－1、

P界、ノ‘‘肥■とナ1土性

を而白いものにしている、．「又モーランド」において

も、小さな吊リ橋やステンレスの滑り台というめま

い発生器かある

　‘タイムトンネル1は中に小さな滑リ台が2つあり、

その暗い滑リ台かこの遊具の面白さを倍加Lている

ようである．「』コ久モス．］は、上部のくばみか．・種の

滑リ台になっている，また、その滑り台の終点には

r一どもがすっぽり人れる穴かあいていて、t’・どもた

ち（よ⊥：カ・ら滑リ｜1談りる．　しカ・も全イ本力《キャン’9ス∫也

でできているため、r・どもたちは身体全体でその落

下の感覚を楽しむことがで．きる．

　「ポコ．．・ト」及ひ．「’．サーキュレーション」は、スケ

ールが異なるが内容的に似かよった複合遊具である．

登る、滑る、＜＜’る，飛び降りる、もぐる等、ほと

んどの遊び行為をすべて網羅している遊巳であるか、

これがゲームの発生を刺激して、子どもたちに最も

楽しまれ、人気かあったのは、この遊1しにウレタン

マット〃）床部があったからである，、滑るヒいうめま

い感覚よりも、空中を飛ぷという悠覚のノ∫かスUリ

ングなことである，床に厚いマ・．・ト（25f）mm　，，を，Sikい

たため、．チどもたちは思いきって高い所から飛ぴ．降

りる．、またゲームの中にその飛び降リ行為「身を投

げ出す行為」か組み込まれ、とっくみあいのけんか

やプロレスごっこさえも生まれた．，．17一どもたちにと

って、このようなめまい感覚を楽しむ行為一私は

「身を投げ出す行為」と命名したいのだか　　．かでき

ることによって遊ひ’か非常に面r1くダィ十ミ．．’クに

なるようである、，

　2m×2rnの大きさの「ポコ・ソト」と5m×r）　rnの大

きさの「サーキ．ユレーシ三1ン」の違いは、ウレタンマ

5



　　　　　　　　　　　　　　　　　’tLノト部分でプロレスご一．二ができるかどっかの唾い

もさることながC－？、遊び．のス1ニー　ト1という・1・1・IZで1大変

異なるように感じた．「サーキ」・．レ．一ション」は’1・’学

校高学年に圭て人気かあ・－tた遊具てあるが、スヒ・一

ディーな行．為ができるということか、人きな．1’．どもた

ちにとってのケームの発生に関係があると思われる

　ゲームが発生する遊民の特徴の1つに循環機能か

ある．．／遊具におけるゲームの内容については既に述

べたか、基本的には「鬼二』っこ」て．ある　あるf．ど

もが逃げ、それを他の1’．どもか追跡するという型で

ある、従って、そこでは行為の連続性か1丘要なエレ

メン『と考’えられる　｛列えば．、滑り台は．最．もシン．7

ルな形で循環動線をもち、また「夢のかけ橋．1「スモ

ー
ランド」「タ．イムトンt・　，レ」等は、動線そのものが

トンネルだ

ったり、梧｝

アごったりと

いう形で遊

具fヒされた

ものである。

最も人気の

高い「サー

キュレーシ

　、　　　　1
ヨ／　〕　v、

その名前が

示すよつに、

5m角の外

周はすべて

了一どもたち

カ｛，走り回k．し

　　　　　　　　　　　　　　　ドるようになっている．t「ボコ．．・ト」や　コスモス」の

ように明櫛な動線ゾノない形態のものに、いくつかの

穴かあいたポーラス〔多孔質〕な形態をしており、

迷路的な循環動線をも’に、とがケ．一之グ溌’目ン1三に極

めて痕要な意味をもつことがわかる

　ケームの発生しや一｝い遊只の特徴を、f’ビもたち

の行為や体験の変化という点でみるヒ、共通の特徴

を発見するこ！ができる　　そtl．は．遊具の構成．要求と

してt寸、l！：ll勺な要素をも一、ている二とである．．．1列えぱ．

．・サーキコ．レーション．、という遊興では、侠いトンネ

’しの空間と、高い開放的なブリ．・ジというように対’

｛’s：的な空間か才）る．曳っ1暗な空間から明るいテ．ワキ

に飛ひ．出してくると、ほ1んど．の∫．どもたちはび．よ

んぴょんはね一ヒリ、身体全体に彼らの遊び．の全1…1‘r神

ランニングサーキット
（撮影　藤塚光政）
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力ご躍』りしているようて．ある

　　コスモス．‘で．は、キヤンハス7〕内部のカ7セル的

て．視帝な空川ではF・Z・：kiめいた遊びが、外側の鉄製の

．・X イフで．は鬼二．，二やウルトラマンニ．．）このような

開攻的な遊ひ．か発’卜Lているが、この2つのツ旨問か．

同一・の遊具の表☆にあるということか、こy）遊具で

の遊ひ．を向白くLて」iるようて．ちる．

　　クイムトンネルーはほとんど、もく．．るだけの遊具

だか、ゴ・どもたちにと一って登ることかなかなか難L

い所．カVlヵ所’ある．やさ．し」．、と二うと難しいところ

か適度に．あることも．、　f：・ど．もたちの遊びをより発展

Fせる↓1塚成で．ある．，

　以卜、r・どもたちかゲームを発生しやすい遊只と

いうものを考’えてみると、私たちが求めているその

遊具の条件は次のようになる．

　lU涌環機能がある二と．

　13）構成要素！Lて村1ヒ的な要素を持っていること

　に1〕めまい体験かできる部分か．あること

　日．已∋一一トサーキ・．’トで．きること

　次に、二のような条件を持った遊具ジ）展開につい

て．ぢえてみよう．

●オービック

　2つク）輪を描いて循環する構造をもつ、小さな循

環遊呉で’ある　渋谷区散．策路整備i；†・画・川玉川卜水

JL一トに設置された．．その循環の長さは2（lmで、じ

に小さなr一ども．たちを対象としている．．走リ回れる

外周、変化に富む内周、近道がで．きるネ．ノトのルー

ト等か．中に仕組まれている　∫・どもたちにと・．｝て、

走るヒい’）ことも．1．巨要な遊びの要素．て．ある．．

■ランニングサーキット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lU　F厚「．u⊥eNL．三i’j　1’1

　　f’・ど．肋偲いWJ　・て，E・ト1剛［．るという二tを徹r戎

Lた」匠具力・ニノ）ラン；ン？．廿一キ・［て．：・）る　［｛「｛

fl．14：Sf1こく二　1　［　大．IX　Lしソ｝．L立 を ’．ノ
　

く
　

　ノ：　｛［tJ i〒　ニノ〕 FII　］」kり己 1／／1負盲

の前庭に建1没きれた　広場山1↑111約2．i）tbO　m．をFT］JH　L

て、幅2、（川．1、延べ・1”O‘．llのイミ製ノ川ミ板1［占ソ．巾：ノくな道

を、ξるで．高」’k亘路のように、：r：体橘：成さ．せアこ．」．也ヒ

　

高2・5mから：S．tt，　rTlまでノ）さまさ．圭な高さを｛．．li；つ久ロ

・一
フ． は、思い切り走リ1日｜ることかてきる・エントレ7．

ロードにな．．’ているサブ’．’し一トには・i’．lttうタ．

一 、

　－Xり　．．’シ「、　シ「．K・ンフ．　V’1を・，C担ナ、　機iiヒ（二変　ヒを・．り・

えている．

●ビングホンク「

　FR］．’を素｛．d．．ヒ　Lアニ　’1’づ亙IIJIな、　1’tT：～f采勺1　｜‘1　nI求を」吏

続Lたトン子IL．遊1しである　1朽亙明て．あξ5から、外

から「．勺部か、また内部から外力弓己え、　「・ヒ．．もたちに

も規にも安心感を’ノえる　］求を連ねた’「透llllなトン

担は、光ノ唆化、人ソ．呪えP．’ユれ、広い所．、狭い［i）i、

コ　ロ

尚い所、低い所と、きまざまに空開か変｛L二L、r・ど

コスモス “最影　 薦塚．光政）

「
イ



もの遊ひ．のイメージを広げていく

●コスモス

　20面体の整形鉄骨7レームによ一，tてキャンバスカ

プセルか支えられている．．．一一辺の長さは1．2mて、全

体の高さは2mである．キャンバスカブ・v：　）Lの頂点

の1つがはすさ］L、一ヒ部にlu1部がつくられている．

こ二は子どもたちの解放的な溜りとなり、遊び』の休

憩部を形成Lているttまた、頂部から斜めに滑り降

りてきて、キャンパスに開いた又リ．／トからカプセ

ルの内部に突人するというダィナミ．・クな運動も誘

発している　カフセノし内部は、アジト的空聞になっ

ている　キ・x・ンバ7、という素材のため、外部に置か

れるよりも、大屋根の．下などに設置されることを前

提ヒしている。

●ソロバンスライダー

　ポリエチレン成形によるソロバンの上を滑る台で

ある．．カ．’タゲタと巨．大なソロバン1三から次のソロパ

ン玉まで’滑る振動と音は、子どもたちのめまい感覚

ソロバンスライダー 〔株）コトブキ提供

8

を増すとともに、遊ひのイメー一ジをふくらませる．

フラスチ．・クのロー一ラーを使用しているので傾斜．角

度が小さく〔1ぴでも滑る）、イ・どもたちに！・って安

全に遊べる遊具で．ある　滑る1｛寺段ボー’しやゴ．ムマ．・

トを’敏いて滑．ったリ、頭から滑ったリ、いろいろな

滑リ万か．II∫能で「ある

●ブレイハウス　　赤い家

　一∫・どもたちにとって遊具か1つの家のようなもので

ありたいヒいう＃yえによ．．，てつくられた装置で．ある．

全体は赤い家、そして．煙突か明確に形態化されてい

る　内部はいろいろな小さな部屋に分かれており、

それカロつの総合的迷路的な空｝川を形成している．

・ 「

、

雪

、ゴr→

．
　
　
湊

＼「

h
●

　‘

w－LN
　t，　’

ぶ

フ．．

レイハウスー赤い家 （撮影　藤塚光政）
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特集・子どもと社会・文化II

世界の児童玩具と

その安全基準
おか

岡
ー
陥
～

σ
畢
一

たい

泰
そ

一

社団法へ日49玩具協会み務Fll・h

　llじ界中の玩具産業が毎年春先から開かカる見本‘i’i

て．活動をはLめる．1円のハロゲート、ミラノ、ト

ロン1・、バリ、ロンドン、2月はニューtレンベル7．、

二．1．．一ヨーク、バレンシア、；ifiにシドニー、そL

て6Sl東京ヒ、世界の各地でその年のクリスマスを

m点とする販売∠♪吸の幕か切って落とされる．

　かつてはこの時期での受注で．年間の生産計州かた

てられ，輸出入取引が進められていた．最近では取

：j［V’）細分化ヒスヒードア．・フか進み、大きく様相を

変えてはいるか、見本市でその年の商品傾1句やおよ

その景況予凋がうカ・かわれることに変わりはない．

そこで．世界d1のバイヤーがここに集まリ、この流れ

に乗．’て商談にハ・．’スルする

　各地の見4＼市には、それぞれそれなりの特色かあ

るか、伝統を踏まえたニューJLンベノレグは最大の規

模を誇リ、新奇なものを珍重するニューヨークは最

大の消費市場を背圭費に実力ナンバーワンを、そして

・・ イテクか売物の叫ミ京、とL・一・一，たヒころか世界の三

大見乍市とされる．Lかし、最近の国際交流の進展

は、二うLたそれぞれの商品er［lhjの特色を次第に薄

いものにしつつある

　玩1しを流ll’性の‘kiい商品ヒベーシ・クなものとに

大別するヒ、前者については、いま世界の．玩1［市場

で十ll：的にヒ．・トしているのはアメリカで．開発きれた

玩具で．ある　H本は健1端しているか．、ヨーロ’ハは

沈滞Lている　そして生産活動は労働コストに優る

否港、台湾、粒国のアジアNlcsに集中Lている

新商品開発てリート．するアメリカ玩｝L産業も牛産llli

では’悟同化するという奇妙な現象にある

　商晶傾向を人椎把1二概括すると、ライフサイクtL

の長いベーシ’クなもののウエイトはヨーロ・ハに

高く、ア〆リカと日本が新しもの好きという傾向に

あるのて．はないたろうか．、

　　　　　　　　　　傍・

　H本で．毎年Ψまれる新Lい巧己疑は1力’点を超える

世界ではおそらく10JJ．点にもなるのてはないたうり

か．こうした数多くの玩具は、使用資材別に本製と

か余属製ヒかに分願されたリ、あるいは機能別や・，ヒ

場別の分頬、例えば男児キャラクター、欠児玩具、

レーシングカー、レールもの、電動・フリクション、

知育・教育玩1．1－、ぬいぐるみ、ゲーム、ンク1ソーハ

ズJし、ホヒー等々に分煩されたりする．．．

　国の牛産統li．1．ぺ’1直関統計には資日別分類か川L・ら

れているか、国際間の］l！く合・「寸に大ける部分かあり、

9



関税分類の統・一・化などの進展も遅い　流通の近代fヒ

を目指して最近日本でも業界統一の商品分念［ロー一ド

（大分類8、中分類30、小分類112）を設定した．こ

れはt，1本の売場での実勢を反映したものではあるか、

米国の業界が用いている分煩とはかなリ異なるもの

となっている．．最近の国際交流の進展にもかかわら

ず、国民性や生活様式の相違が玩具の世界でもこっ

Lた差を生み出している．．．

　　　　　　　　　　・彰

　6月の東京は欧米の見本市の実績を踏まえ、U本

市場に適応性のある世界の新しい玩具が紹介される　tt

今．年の東京おもちゃショーでは、各出品メーカーか

さまざまな工夫を凝らL、またインバクトのある新

　　　　　　1
．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
1．’

製品、しかも新Lいジャンルのアイテムを続々と発

表、かつてないほどのエキサイティン7．．な見本市て．

あった．

　まず、その最大の要因は、メーカー各社かヤル．気

を出したことである．．ここ2、3年というもの任尺

祉のファミコンとソフト（こ圧倒され続けだった玩興

メーカー各社か、フTミコン関係の凋落に乗じて、

その空いたシェアを理めるべく逆襲に転Lてきた、

という見戊∫もできる、

　圭た、アメリカでインバクトのあるエレクトロニ

クス玩具が次々ヒ閉発され、アメリカIli場で成功を

収め、ヨーロ．・ハでも注［．1を集め1活題を［呼んだこれ

らのホ．．tトなアイテムが、ポスト・ファミコンヒし

10
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1、V．ノ柊i．1ピ干．．i｝べ！『：．：ノ＼な変．t’i　’i、・打オ「．・．．・・．．1．．F，るご

安全なおもちゃの基準に適△したおもちゃt

つけられるS丁（Safety　Toy　安全なおもちゃ

の略）マーク
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いえよう．，

　こうした激しい質的変化のなかでも、玩．具にとっ

て常に要求され続けるのか安全性の確保であるc

　日本では法規制としては食品衛生法か．準用されて

おり、乳幼児が接触することにより健康を害うおそ

れのある玩具は、食品に準じて取り締まりの対象と

されている．しかしその範囲はごく一部の乳幼児用

に限られているため、ほとんどの玩具が〔杜〕日本玩

具協会の白主規制事業であるSTマークの安全マー

ク表示を利用している［tここで用いられる安全基準

は、昭和46年8月、学識者、消費者団体代表、関係

官公庁、業界代表で’構成される玩．具安全管埋委員会

で設定され、数回の改正を経て現在に至っている，．

16年を経過したこととなるが、このマーク表示制度

は、－E業製品である限り避け装差い不良品などによる

万一の寸砧女の救済補償事業も併せ実施している．．幸

いにして、お見舞程度の小事故はともかく、賠償補

償といった人事故は極めて少なく、安全性確保にそ

れなりの効用ありとみることがで’きる．、

　消費者被害救済問題は消費者行政における極めて

重要な課題であリ、企業側に注意義務の明確化を迫

りつつある、これは結果として安全基準の整備を促

がすこととなる

　玩具については、1961年英国で玩具安全規格（BS

3443）か発表されてのち、先進諸国の多くに何らか

の規格・基準を設定する動きが高まるが、内容の異

なることから技術的な貿易障害として指摘を受ける

ことともなる．

12

　英国玩具安全規格は、内容か必ずしもト分ではな

いものの、前文で生産者に向11　’S　YJを求めると同時

に、保護者の協力が不1月次であることを強調したこ

と、破損後の危険性を指摘して壊れにくい条件を要

求したことなど、消費者保護の未成熟であった当時

としては極めて進歩的な考．え方を示したものであり、

その後の各国の安全規制に多くの影響を及ぼしてい

る．

　1960年代はヨーロ．・パ．威内での標準fヒ運動が進捗

し、ヨーロ・．tハ標準化委貝会｛CEN）が設立され、玩

具もCEN／TC　52の技術委員会の担当として、安全

基準の悠備が進められることとなる、

　アメリカは1966年玩具安全法を制定〔現在はn」i費

者製品安全法に統合）、71年には安全基準が未整備な

まま数百点の玩具を危険玩具として販売禁止とする

勇み足からとがめを受けるなどの曲折があり、米国

の業界団体TMAは自主製品規格の作成を急ぎ、19

72年草案を発表、改訂を重ねて76年商務省規格とし

て完成〔il］三年改訓承認を受けている

　1974年、OECDは、　CENの討議の遅れもあって

玩具安全基準をISOのような機関で統一化をはかる

べきであると提言する、

　こうした事情を背景に1975年9．月、バリに主要玩

具生産国9ヵ国｛アメリカ、カナダ、イギリス、フ

ラン7．．西ドイツ、イタリア、オーストラTJア、香

港、H　ag　’］の業界代表が集まリ、玩具安全基準の国

際間統一を主な目的とする連絡協調機関として、玩

具産業1．奪際委員会〔ICTDカ｛設立され、民聞べ一ス

での統一化運動が進められることとなる／t

　lCTIの討議での最大の問題点は、　CENの場で’［司



まりつつあったヨーロ．’ハの名．え方をとるか、アメ

リ．ヵの考’え方をとるかの選択の問題て’ある．当i時の

アメ‘1力玩具業界は自主製品規格を作成中であり、

玩具の取リ締まりにあた・っていた連＃i；政府機関CP

SCの高姿勢、また消費者権利が強く主引ξされて賠償

額が高額化Lている当時の対応策として、安全基準

をできるだけこと細かに規定する必．要に迫られてい

たものと弓’えられる、

　これに対．してヨーロ．．・ハ側は、消費者もまた賢く

なければならない、r一ども部屋に幼い子どもをひと

りで遊ばせているときは、安全基準に適合する玩具、

例えばゴムまりに乗ってころひ’、怪我をするかもし

れない、絶対に安全な玩具と保証できるような基準

を作・．，たときは、これに適合する玩具はL価格的に

も、デサインr1勺にも、あるいは機能的にも商品・囲…を

夫うこととなる、とする考え方である．

　いすれもか’と産物賠ITr責任の限度不明確なままに

安全基準を検討した当時の空気を反映した1論議であ

り、結倫として、商晶である限り価格限界かあり、

祉会通念ヒ認められるべき限度内の水準を設定しよ

うとするCIS．N規格をべ一スに1．CTI規格か設定され

た．、民間自i凡格ではあるものの」三要玩具生産国の

玩具業界のzi持を得ていることから大きな影響を及

ぱ」している．．

　　　　　　　　　　．拳

　1：業製品の規格・基準の1EI際間統一を推進する機

構て．ある｛SOは、1979．年1川盟匡｝70に」元具安全規格の

必．要性イf無について質問し、賛成31、反対3、棄権

1の結果を得て、1980年TC］81「玩［」の安全性」と

Lて技術委1．↓会を設附、幹事国をデンマークとして

　　　　　　　　　　　　　　　　Iu界’．児卵t母rl

作業を開始した．．このとき反対した3国はその反対

理川を、イキ．リスヒ西ト．イツかCISN規格、アメリカ

かICFrl規格をも一，て1’分て．ある、とLている．技

術委貝会には設置に反対した国も参加して検討した

結果、1983年U目の規格」∵」：案か発表されているか、

その後審議は停滞している

　ヨーロ．・ハかゴ三導rl｛」なきらいはあるか、．一応イン

ターナショナルな組織であるISoli見格か完成すれぱ、

これは国際玩具安令基準とLての評価は得ら1，rよう

しかし審議の過Wで参加会貝1長1全貝か改めて統．．・の

あリノiに困難を覚えたということである　問題提起

の多いアメリカの場合、ISO規格案よリキメの細か

い安全規格を設定しており、簡略化さtLた形となる

is．　O規格を認め難いという立場を｛三止する．それで

はアメリカ規格か1一分かといえぱ、試験ノ∫法か実用

的で’ない欠点かある　細部にこだわると問題か安全

問題であるた．けに調整が困難である．、それぞれのi三

張にそれなりの」型1．t｜かあるだけに足してZで割ると

いうわけにはいかない．．玩具は安全て．あること、と

いうISI：点は不動であっても、商品にこれを’kぱして

いくのは、イミ定型商品てあり、1’・ども1「1商品である

だけに困難の度合いか強い、

　　　　　　　　　　牽

　1．1本の場合は、戦後はじまった輸出貿易拓｛興のた

めの輸出検査〔全貨物にt’1．する抜取検白）制度によ

，て、第3者検査機関による品質検査受検はll常的

感覚とな…jており、STマーク制度においても新製品

毎の型式検在を公益｝去人の検査機関に委託Lて実施、

安全戊IL準に適合したものを発売するfl：紺みか定着し

ている　これは．先進諸国ではみられない仕組みで、
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欧米のメーカーは自社製品は社内チェックに限られ

るから、安全規格の適用は必ずしも適切には行われ

難いJこれは安全規格が高度なものとなれは．なるほ

ど規格と生産現場ぽヒ較的零細規模の企業が多い）

の理解度は乖離．する、、

　検査技術について例を挙げれば、シャープエ．ソヂ

（尖鋭な縁部）テストは、国際的規格ではアメリカ規

格が提案した試験器具を採用している。これは子ど

もの指の太さの回転する棒に　淀強度のプラスチ．．・

ク膜を巻きつけ、6kgの力で’該当するテスト個所を

押しつけ、棒が1回転したときフ．ラスチック膜が50

％以上切れてはいけない、というものである、．一応

定量的な試験方法で再現性も確実である。しかし、

実際の危険度はこれでは評価できない。鋭い縁は子

どもの指の太さに接触する程度の長さであれは．、そ

れほどの危険は生じない。この鋭い縁部が長くなれ

ばなるほど怪我の程度が大きくなるおそれがあり、

日本では新聞紙を巻いた棒を押しつけ縁部全長にわ

たって引いてテスfする方法を実施し、1kgの力て．

1枚．切れてはいけない、という判定を採用している。

これは紙巻煙草やソーセージを試験棒とする方法も

考えられるが、実用上極めて簡単で．あリ的確な判定

がて’きるので有利であるtt

　こうした経験Eひきだされた検．査方法、技術とい

うものは、日本が輸出検査制度を持っていたこと、

そして金属玩具のシェアが高かったことから生まれ

たことで、安全基準の検査項目に相当の異同を生じ

るのは当然の結果なのであろう。

　昭和60年3月、（社）日本玩具協会は、輸入手続き
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の国際化推進という政府ノ」針に協力、STマークの安

全基準を大改正し、ICTI規格とISO規格案との整

合をはかることとLた．結果としてICTI、ISOの

全項目を受け人れることとし、基準の構成はICTI

形式、ICTIとISOにない項目で実施中であり存続

が必要な36項目を追加することとなった．こうした

ヒ乗せ基準になったため、海外から非関税障壁視さ

れることのないよう、36項目の存続理由をH月らかに

L、ICTI総会に報告、了承を得ている．

　存続した主な項目は、海外て’は注意表示のみで足

りるとしている「水上で用いる空気入ビニーノレ玩具」

の構造や強度に関するもの、前述の危険性の試験方

法、「乳幼児の用いるおしゃぶりなど」の構造や強度

に関する（米国規格に近い｝もの、「乗川玩．具」の構

造や強度に関するもの等で’ある。

　なお、食品衛生法を準用される化学的特性、有害

なおそれがあるものとしての重金属のチェックにつ

いては、食品衛生法の定める規格基準を乳幼児用玩

具に限ることなく全玩具に適用実施している．、．これ

は溶出テストによって溶液中の重金属の有無をチェ

ックするものである，

　今年5月東京都消費者センターが試買テストの結

果を公表し、食品衛生法による規制には適合してい

るが、合成樹脂製玩具の一・部に材質中に重金属を含

有するものがあるので、食器容器なみの材質基準を

設けることが望ましい、とする提言をしている．．食

器容器は長期聞食晶を保管収納L彩色グ）必要もない

ので材質基準を設けて規制されている．t玩具は使用

条件が断続使用で溶出のおそれは極端に少なく、世

界いずれの国も材質基準は採用Lていない．．



団界二・オ‘杷巾：三母目

特集・子どもと社会・文化rl

子どもど漫画文化”

」・し　　　　　　　 こ　　　　　　　L・：L

石　　子　　順
日本社会事・業ノぐ’了：R苗師

月　ト：1］『lzどもcノ．）．文fヒ』編り三正．ぐ

　1．大人向けから子ども向けへ分化した漫画

　もヒもと漫画は、子どものための文化で．はなくて、

人人か楽Lむものて．あった

　近代漫画の創始者といわれているフランスのオノ

レ・ドー三工ブ）f乍，1’i，をt’tても、H本1こヨーロ．ノノ、ジリ

漫1由iを打ちこんで．きたイギljスのチャーtLズ・ワー

ク．マンヒフランスのジョ’レジュ・ピ』ゴーの什：事を見

ても、いわゆるf’　t’も向1ナの漫画は見当たらない

　漫llliiは、一・コマ漫画によってはLまる　それは民

衆ク）立場に・lt：・て、権力者や財’産家などを風刺し、

皮肉リ、笑い飛ばす芸術として、あるいは彼らか．ど

の．ような暮らLをしているかと教えてくれる情報f：

段として広かリ発展してきた．一コマ漫画は、その

1瞬．声1をU」り∬え．Jて、　元∬カ・、　L・’）、　と’ク）．ようなこ　ヒを

したかをヒらえて、批判する事柄の核心を誰か見て

もわかるように衝く、そこで．権力者たちの似顔絵か

必要ヒなるL、’1∫件を比喩Lて見せるアイテ．ア力求

められることになる　rl猴’IS・性か高く、そiいう二・’・

一 スを知．，ているものにはおもLろく、また知らな

いものでも、一一枚ノ）・コマ漫画から、新聞め社1況に

匹1敏するようなL張をそこから知るこヒか出来る

　一・コマ漫Illliは、新聞、笥fli志などの媒体を通して無

数にコピーされて読者の子元に届けられる．それら

の媒体を見るのは大人たちて．あり、一コマ漫画に何

か．描かれているかを理解出来るのも大人たちで．ある．．

　また例えば、トィ’ソに19世紀後’トから20世紀前1P

にかけて、　・コマ漫画で．∫・どもばかりを描いてきた

チルレかいるか、彼の漫画で．も、1’・どもか中心の漫

画にな．．・’ていても、それを見て笑ったリ）1こ感するの

はi”どもではなくあくまで．も大人て．あ一、た．

　しかし、漫画は絵画て．あるだけで．なく、視覚11り効

果の高い視覚疋fヒで．らる　　しかも、li参張された∫三法

は滑稽きを生み11hし、おかしなことは」’・ともも好き

たヒなると、一コマ漫画をい（つか連続IIりに描いて

ii人公を決めて場面を変えていけば、ストーリーを

語る二とか川来、絵物語のよ’〕にな・．・て、j”どもの

心をとらえることが出氷るということか発見される　tt

　｜9世紀Ψ・ぱのトィ’ソのウイ．ルへILム・プ・シュの

漫1由i的絵本「．マ．’クスとモー11・ドソ」なと．’か腕白な

f”どもたちをピ人公にLてン．リーズ化されたり、世

紀末から20｝u：紀はLめのアメリカのウインサー・マ

’ケイク）新聞漫1吻「夢の｛日の［J1・）L・＝一モ］かf・ど

も力心をとらえはしめる

　］）カ・lli］ても、　1㌘ビもlr‘」｛ナカ1曼1由iカ・意　1瀧r均に捕↓カ・オし
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はじめたのは大正時代になってからであ・－tて、それ

も、」じ1・尺楽天と力寸珂49－．・ドヒい・－tた売オしっゴ．i曼［画’家

が、子どもを意識した作品として「とんだはね1’．」

「珍助絵物語」「平気の・↓汰郎．などを連載するくら

いであって、11月治時代にははっきりとは現れてこな

かった．，「止チャンの冒険」は、大iEl2年に『アサヒ

グラフ』『朝日．新聞』に連載されたfkV，で．あったが、

アメリカの新聞漫画の影響を受けてそのF法を受け

人れただけあって大変にモダンで．、シ．t’レていた．、．織

田小．星文、椛島勝．一画によって人気は高まったか、

」〔ども漫

画の隆盛

を見るに

はll召和初

年にいた

るまで待

たなけれ

ばならな

かった．　　椛島勝一「正チャンの冒険」

　VR3Uに人ると　『少年倶楽部』など講談杜を・亡体に

して漫画は子ども向けに連発されて盛んになる，「の

らくろ1「IL｝険ダン吉」などかその代表格で、了．ども

向け漫画か広がり売れはじめ、r一どもの心をとらえ

ると大人たちは狼狽するようになる　このr・どもと

漫画に．対する困惑は、現代にいたi｝ても．変わらない．

　2．漫画に対する評価の変化

　子どもと漫画について、積極的な評価を1」llえつつ

注文をつけたのは、当時東京文理科大学講師をして

いた波多野完治氏で’あって、1940年に刊行された
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『VLi　fftt．’じ・’｜寸、：甜』い｝f．文負官〕グ）「リ己音毛・’1生と1几章丈↑ヒ1と

い：）章て1漫1由iについての節を設け13べ一ン．にわた・．．，

て論じている

　t’・どもが漫画にひきつけられる±IE由を、　いろんな

課題を含んで．いるからて．あリ、笑いというもので課

題の解決を持っている」ことと、「筋が画になって現

れているからである」「吹き川しを読むことによ一／て

筋の把握が楽になっている」の二「匡性か了・どもたち

に「努力なしに見れは．すく1わかる」ようになってい

ると指摘するとともに、二れこそ　児童の心性の本

質を衝いたもの．．で’あって、一これを禁1ヒすることは

恐らく出来ない」とおさえている．、ここから「． 問題

は漫画の内谷を良くrl一ることと、もう　・つ1ま漫画の

苗を減すること：二の二つ．よりは外には手はないと

書いている．．ストーリーが絵になっていて、わすか

な文字によってそれか理解出米るようになっている

仕掛けと、滑稽さによる魅力がf・どもの心をとらえ

るのであるという指摘は、当時のr．ども漫画の4ミ質

を分析した最初のち察であった、、

　なにしろ、f’どもの漫画はおびたたしい［；i］行数で1

あった．．昭和13年度において児童図｝ICの新刊数は659

種であ．ったのにk・j’して、絵本漫画本は止確に調査す

る与法はないなかで、年約8．000万冊は出ていると推

定されている（国語教育学会緬「児童史化論』1941年

岩波書店1二rい．．

　こうしたなかで、漫画有害論が一般的に広かって

いた、東洋ノごγ：教授の関寛之氏は．漫画はr・ビもに

二の　“t．．・チョコチョイ”的性格を助長するわけて．、

今日、害あって益は少ない．（略｝漫画はむしろ制限

すべきである　tt実は禁1ヒしたいので’あるか、実際問



題として困難であろうから、親は消極的であ一．てほ

Lい」閥寛之『昭和子供教育の聖．典・IV・の教育』

1937年婦女界杜刊1と、子どもの教育の立場から「漫

画は禁物」という主張をしていた」また子どもの読

書指導という点からは「漫画の本は、書物の形をし

た玩具です」とあ一’て、漫画を玩具に高級なもの、

低級なものとあると同「；ように、無選択で．与えては

いけないという論も出ていた．喀一ド正美『児童読物

の選ひ方・付良書百選』1939年慶応出版社刊1．．

　また絵本とのかかわりあいで、漫画を否定する論

も展開された．立教大学教授牛島義友氏は、V絵本の

研究』U943年協同公社出版部刊）で「漫［diiの問題‘

という節を設けて、「漫画に耽るr・どもは、真剣な態

度を）こい、絶えず茶化Lたり、つまらぬ事に驚いた

り、そわそわした生活を漫然と送ることになるワい

つまでも漫画に耽る子どもは劣等生だとも言われる」

「漫画は最少限に止む可きである」と結論つけてい

るttこのような論議のなかで漫画は、児竜読物浄化

の名のドに、内務省によってt’浄化の対象”にあげ

られた．昭和13年1U月に発表された「児童雑誌統制

に関するが達事項」の「廃ILすべき事項」に「． 卑狼

俗悪なる漫画及び用語一一赤本」曼画及びこの種程度

のもの一．切」とあり、「編集．Elの注意事項」に「．漫画

の数を減ずること一特に長編漫画を減ずること．」

と強調されていて、この結果、f’どもの漫画は姿を

消Lていくのて．あった。いわば、”浄化nyは、」’・ども

たちから非常時のなかで漫画を取り上げていく絶好・

の口実とな．っていった、．

　戦後において、漫画だけに隈って一冊の本として

まとまったのは「子どもとマンカコほ961年牧11ト店1：1］　］

　　　　　　　　　　　　　　　te　va．・．・児唖．三周．14

で’あったが、この本の編者の滑川道夫氏は、これよ

り先に、漫画の利点を「従オ釧．｜本人に欠けかちな明

るい笑いや、ユーモアをゆたかに与・えてくれる、絵

の協力によってすらすらとつつけて文章を読む力を

伸ばしてくれる　読書ぎらいの丁どもに読序に親し

むきっかけと素地をf乍ってくれる、∫・どもン）空想性

に趨応した美Lいマンガは、心情をやわらげ、想像

力を伸ばしてゆたかな情操をつちかうのに役立つ」

〔『．f’どもの読占をどう、みちびくかJll96｛工年牧書∫11臼：iい

とまとめた、．

　学校の現場で．は1．．漫［也iを意識的に読ませる、批判

読みとくらべ読みをさせ、すく’れた作品と低俗なも

のとを上ヒ較さ一せる1〔「小’7二生のマンカ’指」尊』深］11史

学教育の会、197］．年川治図書川という試みもなされ

てきたL、「．教室に漫1山1を活用して授業をおもしろく

展開て．きないか」という提案も出て‘「漫画a）ある教

室」イi子順Ll982年あゆみtHlthO、漫画の活川のfl：ノf

か］V年ごとに広がり．Ii1V価が高ま一，てきている．

　3．国産漫画の芸術性と文化性

　以上のように、少し詳しく1’・と’もと漫画について

のヤ張の流れを紹介Lてきたのは、はじめ大人のた

めのもク）て’あ・、た漫1由iかr一ども向けに分化するよう

にな”tてから、いかにその評価か安定Lていなかっ

たかをあとつけてみたか．－jたからで．ある

　現在のように漫1由iか評価されるまて．には、長い1杖

弓と、無数の作品の積み苗ねか必要であった．戦後

においては、とりわけ］三塚治虫のSGinによ・，て、漫

画は児・†｜：文化1！オにまで高めら」．．Lてきたし、丁・塚治虫

に影響され、∫」塚治虫のあとを追ソて登場Lてきた
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無数の少年・少女漫両家の努1）が、更にその輪を広

（ザていった．もし丁・塚｝自虫力ご｛∫：イELなカ・ったら、文

fヒとしての漫画は．二うまて．発展しえなか・、たであろ

う［また戦後において、文学、i映画、音楽、庭術、

演劇などにわた．．フて日本はアメリカ文化を輪人し、

岨．ueeしてきたか、こと漫［川についていえは、アメリ

カン・コミ．’クの輪刈誠」．iJしなかったそれもT：

塚漫1｝｛iiとその影響の波及が、　i曼画読者にアメ・コミ

．よりもおもしろい国席身曼画を発見させ’ていたからて

あるだ．ろうし、技術的にも内容的にも、アメ・コミ

kl－．のいでいたからである．．

　漫画が高く評価ざれるニヒを見ようと思えは、”f’

塚治虫の作品を見る二とによって理解出来るたろっtt／

手塚漫画は、絵画性、物語性、テ．一マ性、感動性、

人間性のE．つの面から見ていすれもすく．れているか

らで才）る．

　漫画は絵画的表現によって伝わる文化て．ある　／’

塚治虫の絵は単純な線でも、詳Lく描かれた背景で

も、キr・ラクタ．一の表情・動きにおいて、いつも11

品て．あ一，て美的感覚にあふれている．．しかも絵画的

表現だけに終わることなく、コマ割りによ一．、て無．数

のつながりを持っていくときに、一・コマー一コマのな

カ’1こさま　ざ．まな［1央1山1白｛J表1見　　　　人ご’」：L、　ロン　グ．・　シ

ョットなどによって描きこまれていく．この絵画と

映画との結ひ．つきか．手塚漫画の特徴であって、これ

が動きと音こ声とをもたらLて、戦前と幌後の漫画ヒ

のはっきりした違いとなった　と同時に現在のスト

ー
リー漫画の出発．1．’．：1となった　子塚治虫のこの1川i期

的な子法は、イ・どもたちを驚5’a’：させ、あとに続く漫

画家たちはこの千法を踏襲しつつ、自分の世界を創
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り出していく二！にな一t．た．、．

　了1塚～曼［lhiグ）＃勿、i’ll．1』’じ（．±圭ブ：ノ）くノ〕くさせつ∫つ、．｝≡ノ＼

公の運命と自分ク）H常ヒを屯ね合わさせてし圭’）．．

「漫画はよく夢を描いているからおもしろい・フてい

うんで．すけど、それは≡い与を変えると、漫画ほど

読んでいる．人問をその世界に取リ込んでL圭．ノメデ

イアはないtいうことなんてすfal扮が．1w公に

なうてしまうヒいう錯覚を起こす、つまリ同化して

しまうんですね、その1∪界に．．これはr．ども漫1川iの

独自の魅力なんですね．．．．［t’1’一どもの｝曼1dlilOOの世界』

1987年椋の本社ト1」｝と1．；手」ぷ；台！1．LF：i身による漫1ihiの

as　JJの分析てあるか、「塚漫画の物語’1．生には、この

ように読みはLめるとたちまちその1日：界に引き込ま

れていくW吸　：」1力にあふれている．

　物語かおtJしろいたけては印象に残らない　そこ

に漫画家としてのメ．．t／セージがあるカ・どうかが必要

にな・．、てくる　それがテーマ’性で．あるか、子塚漫画

にはいつも読者’に、∫』どもに訴えかけてくる意1味か．

強い　鉄腕アトム」はノ＼類のk来を見つめて、平和

ということの尊さと、争いということの醜さを．ヒら

えているL、「ブラ．／ク・ジャ．・ク」で．は、現代の人

間社会を直視させつつ生命の／直初』ち（こUを［司けさせ
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る．そこにあふれるのは感動であって、もう一一度、

またもう．一度と読み返さずにはおかない，．感動はそ

の時々の状況によって質か異なってくるだろうが、

手塚漫画の読後感には、たいてい重厚な満足感か残

る．「司時に笑いとか、ユーモラスなところもあって、

批判あるいは風刺による爽快感をもたらすのである

　そして人問性．．．人閲を人間らLく描いているとい

うことで’あって、暴力シーンのための暴力シーンを

描くという作品が多いなかで、手塚作品には一貫し

てヒューマニズムがあふれている。たとえ暴力場面

かあっても、それを克服し、否定していくものたち

の行動をつぎに描くことによって、暴力によってく

るものは暴力によって滅びるというのである．，

　乎塚漫画のこのような点か、実は、漫1珂そのもの

の質にかかわってきている．、漫画は視覚文化である

とともに、教養も、主張も、世界も表現しうる文化

で’あることを示して、わかりやすさの中に深い意味

を伝えうる存在に高められてきたので’ある一

　4．漫画を大人・子どもの共有へ

　r一どもの文化研究所は、ユ970年代から、f’どもの

漫画を、大人も教師もよく知ろう、という問題意識

を持ちつつ「けてきて、既に3回にわたって、子ども

の漫画の選定を行ってきたtコこの狙いは、あくまで’

も漫画をよく知っている漫画世代のためではなくて、

漫画を知らない教師や親たちを対象にしたものであ

った、∫・どもを知るうえで差し当たってこれぐらい

の漫画は知っておこう、そうするといまのi：ども像

か見えてくる一つのf＝た．てとなるのではないかとい

う問題提起をLたのであった．、

世界ノ，「尼童とf4d寸

　1986年夏に全国学校図．書館協議会か、漫画選定の

基準を発表したか、これもi”どもの文化研究所が出

したものさしなどを参照にしていた．漫画を選ぷも

のさしとは、手塚治虫の漫画について触れた剖｝分で

あげた手塚漫画の五つのすぐれた点をそのまま使っ

ているのである　このたO｛刊行した「fZどもの漫画

100の世界．」で．は、20～3｛〕代の漫画．世ttにも多く参加

Lてもらって、IOc）作晶を選び、解説を書いてもらっ

た．漫画は家庭においても、親r一の対i活を生み出す

ことが出来る媒介者となるであろうし、そこから∫・

どもたちか漫画を自分の頭で考え、選ひ．tl7Lていく

予だての・一・つになるだろう．また学校などにおいて

も、先にあげたように、r・どもに意織11りに漫帥iを見

つめさせていくための材料にもなる、、またストーリ

ー漫画だけて’なく．一一コマ漫画など、ニュース漫画

や政治漫画をtt’どもとともに見て、何を描いている

のだうりかと議論をしていくのもいい、山藤オ没．二の

〔プラ・．・ク・アングル」などはこのためには、大変

有効な漫画だ，色彩といい、アイデアといい、一・コ

マ漫画の鋭さやおかしさをすべて示Lている．，ここ

に描かれた問題の本質を見極めることは．そのまま

頭の体操にもなるのである

　漫画は一コマからストーリー漫画まて．多トlh多様で

ある．壬どもたちに彼らの知らない一コマものや手

塚漫画に出会わせ、自分たちもr・どもの読む漫画を

見ることによって、親F関係はより緊密にな一、てい

くのて．ある、．

皐参元文献

「∬と．ち口1ゼ画1（川〃）IN．1昂S．．椋ノノイ、H‘

「r．塚川虫1馳岬t”‘、「、．↓同．J　秋｛lh‘｝Ji1｝

「ll　メ」1鯵L」ll↓Ψ」　　’r　「　璃「↓　 ‘　｝i　≦ご．Ψ思ト±　‘
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特集・子どもと社会・文化II

若者の流行語

いな　　　　がさ

稲　　垣

評論家

抗
吉

堅
彦

　その特徴　　音感人間の「遊」感覚

　流行語は大別して2つに分けられる

　第工は、杜会風俗や時代・世‡11に灼．応するもの、

ときに二れに批判的な意味をあらわすもの、第2は

芸能タレントのギャグや、テレビのコマーシt・几な

どに発するナンセンス流行語で．ある．．

　第1柾の流行語は、主として活字マスコミを経て

流行語になったもので、小説や評論、新聞や雑誌に

の一，た言葉が大部分である

　最近の例でいえは’、自民党川中派の竹F系と二［1皆

堂系の対、冗を言った〈家庭内離．婚〉がそうだt／．＜家庭

内離婚ノとは林郁さんの造語で同名の諸書がある，

〈家庭内〉とく離婚〉との相反する概念を結びつけた

ところに新味がある．熟年夫婦の双ノ∫が離婚を望み、

実質的には離婚しているのに一’つ屋根の下に同居し

ている状態をさす、．離．婚しても住む家がない．．出て

いくと財産分与が少なくなるとの打算もはたらく、

妻の経済的自立のむすかしさ、世問体、意地もある．

熟年世代だけで．なく若夫婦にも家庭内離婚がふえて

いる　核家族のひび割れた．．

　このことばの生まれる前年、昭和59年、（くれない

族．1．というのが流行語1二なった．＜くれない族〉とは、

夫がかまってくれない、自分を理解してくれない、

子どもが言うことを閲いてくれないの、不満を吐露

したテレビドラマから広圭ったことばだった一いわ

ば主婦の欲求不irXlの顕在化だったわけだが、・：．家庭内

離婚ンはその延長線上にあると言ってよい．、

　というわけで、〈家庭内離婚〉という流行語は、婦

権仰長の現代家庭相をうつしとって、これを巧みな

造語で表現したもので、しかもこれが政界事情を言

うのにも転用されているわけで．、これが第1種の流

f．］t語である，発生源は活字マスコミだ．、

　こういうふうに、現実に切りこんで、それを凝縮

した1語で巧みに表現するといった性格をもつのが

第1種流行語なのだが、これに対して第2種の流行

語、タレントのギャグやコマーシャルの文句などに

発する流行語は、発声音の奇抜さ、言い回しのおも

しろさで人のUの端にのぼることばである　第1種

を硬派の流行語と名づけるとすれば、第2種は軟派

の流行語たうり，．

　若者の流行語．はこの第2種、ナンセンス派行語であ

る．第1種流行語のような、時代や世相に対応し．

これを風刺するといった社会性はない、，タレントや

マンガのことは．と同類の、Uに出して楽しむといっ
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たことばか主流である、

　例えば「ぷっつん」というのがある、脳の圓路、

神経や｜Ot管がぷつんと切れた状態、頭かおかしい、

普通でないの意味で使うi「あいつ頭ぷっつんだ」な

どという一たわいもな．いことばだか、この若者の流

行語を、テレピタレントの片岡鶴太郎がテレビで連

発し大人にまで広めた．彼はこれで、〈鶴ちゃんのプ

ソツン5〔ファイブ）〉というテレビ番組をスタート

させている、，

　「ぷっつん」という．のは擬音語で、．いまの若者が音

感人間であることを示している。

　「ピンt一ン4というのもある。「正解」め意味で

ある。「ピンポーン、ピンポーン」は「よくわかった

ね、火．正解．’」だ。これはテレビのクイズ番組か．ら

きている。誤答、外れは「ブー」である。

　そもそも擬tiv語、擬態語というのは、その音なり状

態なりをことばで説明せず、ずばり脊の描写で表現

することばである。説明ぬきで「ぷっつん」でわか

り合ってしまう。ことばはサイン、記．号なのだ．そ

れでわかり．合うの．は彼らに世代閉鎖性が強いからで

ある。大人の世界に．はない、おもしろい言い回しを

して同世代だけが楽しむ、その遊び感覚、そして音

感志向、そういう若者流行語の特徴がよく出ている

と思う。

若者共通語一強い世代閉鎖性

もうひとつ「～する語」を例にあげてみる。

東京のJR線の卓内で、女の子が

「あのf’、まだ、原宿してんのよ」

と言うのを聞．いたことがある。

田．1界の1杜喧ヒftl灼．．

　1京宿とは東京の地名で、ここには若者向けのプ．テ

ィt／ttク店や食べ物の店がlli…んでいて、女子高校生た

ちか群れ集まっている，、いわば東京若者新名所で、

修学旅行で上京した地方の女子高校生は、自由時間

にはここにつめかけたりしている。

　「原宿する」とは、その原宿でぷらぷらしている、

という．原義的意味と、加えるに、まだ高校生気う｝が

抜けきらず、［京宿から足を洗えないでいる、といっ

た意味であろう．高校生なら“原プラ”していても

いい。だが高校を辛業すれば、も．う原宿なんかには

行かない．麻布とか六本イミとかに河岸を替えるのか

普通なのに、あの丁はまだ“脱原宿”を果たさない

でいる，このクチバシの黄色い奴、といった蔑視を

こめて、「まだ． 原宿してんのよ」と言っているのだろ

うワ

　「1京宿する」でこれだけの意味が通じる十U　f一という

のは当然限ら2．Lてくる。「原宿」ということばが意味

をもった記号として機能しなければなら．ないnその

ためには「原宿」の共通認織がなければならない。

それが共通項として通用する相手にのみ、使用が限

、覧蓼驚

（共同提供）
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られているeつまり「． 原宿する」は若者たちだけで、

オジンやオバンに通じようが通じまいがかまわない．

そんなことは考えない。世代閉鎖’1生が強いのである。

　それは次のような調査結果にも見られる。NHK「青

年の意識」調査である。

　この調．査で

　「あなたは、何歳ぐらいの人までなら、話が通じ合

うとお感じになりますか」

　という質問をしているが、これに対’して、18歳か

ら22歳までの若い入は

　「25歳ぐらいまで」

　という答えをピークにした正規分布で’ある。つま

リコミュ；ケーションの可能範囲は、自分の年齢か

ら数歳く”らい上まで、で’ある．

　ではそれ以上の年配者に対してはどんな感じをも

っているか。

　「あなたは、4、50歳代の大人の人たちの考えや行

動のなかで学びたいと思うことがありますか」

　という質問に対して、多数の青年が選んだ項目は、

　「人生の経験を．生かしている」

　がトップなのだが、他方、

　「その4、50代に、よくないと思うことやパラのた

つことがありますか」

　という質問には、

　「自分の経験や考えを押しつける」

　の項目を過半数が選んでいる。

　このことから、年配層に対する若者たちの気持ち

をまとめると、

　「年配層が、それぞれ人生の経験を生かして生きて

いるのを学びたい。けれども、彼らがその経験を押
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しっけようとすると腹が立つ」

　ということになる、、

　つまり、若者たちの側からは年配層がよく見えて

いるので’あるが、その間に、透明な膜を設定している

かのようである。それは相手、年配層からの働きか

けをはね返す壁といってもよい。それで自己防御し

ているのである。

　昔の若者は、背伸びしても大人のまねをしたいと

思一、たりしたeそれに比べて大きな違いである。い

まや、大学、高校に大量のいわば“都市遊戯㍗、シ

ティ・ボーイズ・アンド・ガールズの群れが出現し、

彼らの独立上国が出来上がり、その共通語が若者流

行語ないしキャンパス語なのであるtttそのことばで

彼らの仲間はやっていける。仲間うちだけで通じれ

ばいい。そういう特徴を、若者語はもっているc一

　大人に対して閉鎖的だから、大人にしてみると彼

らのことばはドライな、非情な響きをもっている。

　その代表例が「べつに」である。こ札は小学生あ

たりまて’よく口にする。

　これほどパラのたつことばはない。

　修学旅行に行ってきた子どもに、「おもしろかった

か」と聞いても「べつに」という返事しか戻ってこ

ない。とりつく島がない．

　小学校4年生の女の子の話だが、国語のテストの

とき「次の．文章を読んで感じたことを書きなさい」

という問題が出た。その女の子、答えに、「べつに」

と書いたという。

　それほど広がっている「べつに」には、大人との

コミュニケーションを拒否する響きかある．話して

もムダ、言ってもわからないだろう、といった、こ



の「べつに．」はぜひ禁句にしたい。

　もっとも、現代の若者をとりまく状況自体が非情

で．ある．t情報が次から次へと押しよせてくる　これ

をさっさと仕分けていかなければならない。遅れれ

ば落ちこぽれになってしまう。いちいちJ．． 寧に対応

しているわけにはいかない．情緒を排除して、「べつ

に．⊥で処理しなければならないわけだ。

　若者のことばの省略化、断片化もこれからきてい

る。

　さきほどの「原宿する」の「～する語」にしても

そうで．、例えば「青春する」ということばは、青春

のまっただ中にある全状況を総括して言ったもので

あって、こと細かに言ったらきりがない、細かいと

ころは省略、要するに「青春する」さ、といった語

感かある．「．原宿する」同様、一種の手抜き表現であ

る、

　それに、もともと「名詞＋する」の形の「名詞」

は動詞的要素を含むべきとされている。動詞的要素

を含む「建築」なら「建築する」と言うが、そうで

ない、「住宅する」とは言わないはずだった。そうい

う造語法から言っても「青春する」は破格である．

　その破格とは、つまり在来の既成の枠を破るとい

うことで、“遅れてきた世代”の若者たちはこれを好

んで、既成にsZち向かう．T若者流行語も、「ぷっつん」

のごとく、人人にまで広まったら、彼らはそiLを棄

てる」

　省略語もr一抜き表現である．．．「いま一一つ……ない」

を縮約して「いまいち」という．「いまいち」がある

なら、それよりもっと不十分な状態を「いまさん（三）．．1

といい、ぜんぜんタメを「いまじゅう日・）．」と言っ

胆界：tt）児埴11｜o．［．

てみよう、、こうして続々と派生語が生まれる．「’～す

る語」のはんらんも同様だttいまや前述した「名詞

＋する」の破格造語を文法上認めさ’るをえない状況

に立ちいたったという識者か多い．

　そういう若者たちの造語増殖のエネルギーのすきま

じさ、これも彼らの世代の特徴に外ならない、

　手抜き会話、これがよく言われる「3語族、単語

会話」であるt．

　女の子を「サンゴちゃん▲という。「ウソー、ホン

トー、カワイー．」の3語で．会話を全部すませている

の意味である，ほかに「スッゴイ、エエッ、ヤダー、

キモチワルーイ、パ．・コカミタイ、シンジラレナイ」

こんなことばを交える。男女を含めて「3語族」。

　「単語会話」は、大学生にもふえている．1先生、

紙」といった単語を並べる会話、，

　「．先生、ためでしょうか？」「なにが？1「レポート」

「レポートがどうした？」「いまから出して」

　こんな会話が大学生と教投の間に交わされている．

　なぜこういう？抜き会語をするようになったか。

世代閉鎖性による年配者敬遠症からではないかu

　年配者との会話に不馴れなところからくる、未熟

会話は、1」本語の話しことぱ．の将来にとっても問題

を投げかけるものではないか、「ハチの巣」型、1タ

コツボ」IPの若者たちで’は、日本語の伝承はト分に

はいかない．受け渡し不卜分、大部分受けそこない、

といっことになる、

　そういうことからいっても、年配世代と若者世イt

との会話の交流かのぞまれる．．．若者た．ちか年配者の

ほうに近ついてこないのなら、年配者のほうから近

づいていかなければ、距離は縮まらない、
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特集・子どもと社会・文化II

東大和子ども祭り

あ∧．　　　　fう　　　　　み　　　き　　お

安　　藤　　美紀夫
日本女子大学教授

　「r一ども祭り」という言葉から思い浮かべられるの

はどんなイメージだろうか．，かわいいはっぴ姿で’神

輿を担く』．r・どもたちの姿だとすれば、それは、私た

ちがやろうとし、またやってきた「子ども祭り」と

はおよそかけ離．れたものである。

　「子どもの生活にとって、労働、遊び、学習の三つ

は欠かせないものです。ところが、最近の子どもた

ちの生活の中から、労働と遊びが極端に少なくなっ

てきています、，労働というのは、本来ものを作りだ

す行為です。子どもにとって必要な労働とは、そっ

いうことなのです。子どもはもともとものを作りだ

すことが大好きなTtBlです．，それは遊びに通じるも

のがあるからです。そして、こうした労働と遊びは、

子どもにとっては最大の学習なのです，．」

　私は1986年の東大＄［1　f一どもの文化を育てる会の報

告集の巻頭に、そう書いた、そして、それは1978年

に東大和の心ある小巾学校教職員と地域文庫などで

子どもの読書活動にかかわっていた母親たちによっ

てつくられた「東大和．r・ども祭り実行委貝会」の火

きな柱の一つでもあった。もちろん「r一ども祭りに

取り組L・ことで、子一どもたちを支え、はげます地域

住民のあたたかい連帯と協力をつくり出すこと」も

また私たちの考えたことの一つでもあった．

　しかし、そうした祭りのイメージを一般にわかっ

てもらうのには、かなりの時間がかかった．それは

その後もずっと使われている「つくって遊ぽう、友

だちつくろう」という1呼びかけによく表わされてい

るように、することの一．・つは「手つくt）教室」だっ

たのだが、その当時はその持つ意味が理解されす、

教育委貝会の後援を得るのにも、会場を確保するの

にも、実行．委員会のメンバーのそれぞれが、さまざ

まな局面て’さまざまな役害1｜を、ねばり強く続けなけ

ればならなかった、

　と同時に、わらぞうりを作るためのわらの確保と

わら打ち、竹細∫〔の材料にする竹を切りに行く作業

など、実行委貝はそれぞれに悪戦苦闘の連続だった

が、第1回のふたをあけてみると、1、000名近い子ど

もたちが集まってきた．そのために指導員はてんて

こ舞いをし、実行．委員は途中で足Oなくなった竹を

切りに行かなけれは’ならなかった。

　手作り教室など

　乎作り教室は／0以上のコーナーにわかれて行われ、

これは今も、各コーナーで’行う作業の種類こそ年に
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ようて違うものの、続いている

　1］1．年度のコー一ナーをあけておくと、竹とんほ’、竹

けんたま、水・紙てっほ．う、弓つくリ、竹．かえし、

わらそうリ、木1二作、たこつ．くパロー7ノ、版ち

よ紙人形、ふえつくリ、おり紙、千つくりおもちゃ、

お臼治くり、ペンタ．ント、料理と実験、f・　：”‘ミ［カ

ー
ネ・．一ション）で．ある．

　このr作り教室をとおして、私たちもまた実に盟

かな経験をつ．み重ねる二とかで．きた　何よりもます

二遊べない．、f・どもたちといわれている近頃の∫．ど

もたちも、実は、遊ひ．によって得られるものを欲L

がっていることか実感て’きたということがある、．そ

れはさまざまな手づくりと取O紐む時の、1㌘どもた

ちの目の輝きを見てわかったttまた、教室の終りに

et芋いてもらうアンケー　1・に、実；こ多くの感想が寄せ

られるのも、そのことの表われだと考えるニヒもで

きる

　更に、この教宅をとおして、奇妙なことだが、お

年寄リと地域とのあり方をも考’えさせられた、第l

lロ｜から、いちばん指導貝の確保が難Lかったのは、

わらそうり作リのコーナーだった＝私自身もわらそ．

x’
は

　・司　．・

tWh．’ 2鈴

かわいい人形にしたいな（’86年・第9回子ども祭り）

［Hl昂tt」‘）t／．巾＞1ヒln

うりを作った経験はもるけれども、やってみるとう

ろ覚えで．、教える役にはT：r：たなかった．、同じよ’｝な

経験を持つ実ff委艮も、］dlkは私と似たようなもの

であバ．た

　そこて、私たちは地城の老人会に｝旨W貝としてf「’1

協力を要ぬする二とにLた　ど人会ド｛体の組識のll目

題もあって、それは必すLもスムーズに進んたわけ

てはなかったか、ともかく何人かのお年寄りにポて

もらえることになリ、それはその後もず一．・と続けら

れている．そLて、私たちかその時実感したこヒの

もう一つは、　r・どもたちの［．1の輝きと｜司｝砕に、孫ゾ）

ような1’・どもたちに何かを教えるお年寄りたちの目

の輝きで．あった．

　現r「、わか国の老人にかかわる政策は、大体にお

いて隔離．政策をと．．・ている　それはわか国だけの問

題て．はないよ’｝たが、少なくとも私はT－・作り教室の

経脆をヒおLて、∫．どもグ．）問題ヒ老人のll｝］題を切り

離Lて考えられなくなったのは」｝尋実である

　ヒニろで、私たちはこうした活動を更に地域に密

着きせていくために、80｛；i’に実行委員会の形式から、

「

東」“Ft］f’どもク）文化を育てる会1という組識に発

バランスとれてるかな（’86年・第9回子ども祭リ）
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展させることにした．そして、その年の行．事として、

5月に外遊びを中心にした第1回「5H子ども祭り」

を、返還された米軍基地の跡地でそ．∫うことに成功し

たt．ピーだま、Sけんなど多様な外遊びだったが、

1、500名にのぼる子どもたちが参加した．

　また、手作リ教室の指・導貝を確保するための、小

学校高学年の子どもたちを中心にした指導員講習会

を6月にひらいて、7月末の第3回子ども祭りにそ

なえた／．tそして、私たちはこうした了・どもの指導員

をジュニア・リータ．一として位置づけ、リータ．’一育

成のためのリーダ．一・キャン．フ．を2江13日で行うこ

とにした．そうした子どもたちが、私たちの会にど

のような役割を果たしてくれたかは、また後に述べ

るとして、その他にも、r一どもたちにテレビ以外の

生の文化をという願いから、児童劇団を呼んで演劇

教室も開き、これも現在まで続いている，

　リーダー・キャンプ

　第1回、第2回の子ども祭りの経験から、．私たち

はさまざまな二とを学んだが、その最も大きなこと

の一つは、子どもたちのエネルキ．一をもっとひきだ

すことで’あり、そのために必要なこととして考’えだ

されたのが、ジュニア・り一ダ．一の育成であった。

一度あるいは二度、子ども祭りに参加した小学校の

5、6年生に、次回は指導員として加わってもらおう

という構想て’ある．そして、結果的にそれは成功し

たといっていいと思う．もちろん、そのためには、

この地区の教職員の自覚的な活動があったことはい

うまでもない。

　昨年度は50名を越すそうしたシュニア・リーダー
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たちが、さまざまなコーナーで．指導員としての役割

を果してくれたのだか、その一人である5年生の女

の．f・は、「ロープf“Vは、む一丁かしかったけど、私は

ジ；t．；ア・リーターなのて．、みんなに教えてあげま

したt］と、誇らかにアンケートに答えている、また、

何年か前のことたったか．、i．先生、教えるって難Lい

けど、楽しいね」と耳うちしてくれたジュニア・リ

ー ダーもいた．

　しかし、こうしたジュニア・リーダーを．単なる子

ども祭りの

ための技術

ト甫⊥肋貝と考．

えることは、

明らかに誤

まりで．ある

私たちはこ

の子・どもた

ちか．、日常

的な生活に

おいても、

ほんとっの

キャンプファイヤー

C86年・リーダーキャンプ．）

青春の歌の振りつけ（’86年・リーダーキャンフ）



リータ．一になり得るための条件を整えるために、8（［

年の81．1に2泊3日のり一ダー・キャンフを五H市

で’やることにした．、このリーダー・キャンプはその

後もずっと、30名前後のジュニア・リータ’一の参加

を得なから続けられている。

　昨年度のリーダー・キャンプに参加したr・どもた

ちからは、次のような感想か寄せられている

「今年初めてキャンプにきた私ですが、みんなとお

友だちになれて、とても楽しかった，tそれと、けっ

こう入前で話をするのにもくなれた）というわけで、

今回のキャンプはとても思い出に残ることがいっぱ

いありました」（小6女子）

「はんこうすいさんは、ごはんはおこげになり、カ

レーは野菜が固いままで’したが、けっこうおいしか

ったよ，．1　〔小5男力

　ここには、他では味わうことのできない．新しい発

見か記されている。また、こういうことがあった．、

ある時、指導員の一一　Aが頭にそりこみをいれた、明

らかにツソパリとわかる二入の中学生を連れてきた

ことがあった。二人は最初独特のどろんと濁った目

をしていたが、小学生たちに竹の削り方を教えてい

る間は、少なくともその目はすばらしく輝いていた

もちろん、その二人はリーダー・キャンプに参加し

たわけではないが、もし彼らがリーダー・キャンプ

に加わっていたら、彼らの生活に新しい局面が加え

られたかも知れない。

　みんなかみんなリーダー・キャンフ．に参加してい

るわけではないが、現在ジュニア・リーダーは、中

学1年生が10名、2年生が8名、3年生が16名、小

学4年生が1名、5年’kか．16名、　6年生が15名と60

　　　　　　　　　　　　　　　［汁叫f・1旺爪t　Fe　1“i

名を越えるfどもたちか登録されている。

　ジュニア・リーダーOBの会

　また、私たちの会の大きな特徴の一つは、ジュニ

ア・リーターOBの会があるということである。シュ

ニア・リ　．ダ　を経験した了．どもたちが、中学を乍

業したあとも会にとどまって、ンユニア・lj・一タ．一

その他のr一どもたちの指導に当たり、私たちの企［画

に加わったりしているのて．ある．。

　そLて、その構成は高校1年生2名nビ年生5名、

3年生3名、それに既に社会人となっている者3名

を含めて、合計ユ3名であリ、今後の会に新しいノ∫向

をつけ加えてくれることが期待されている．、その一’

人で高校1年生の．女子は、昨年の1’一ども祭リをふり

かえって、次のように書いている、

‘7月に行われた子どもまつりでは，あ・一、ちこっち

で『これ、どうやるの』『できない』「や・〆て」とい

う言葉か聞こえました、今の幼い子どもは「日分の

力でやる』という気力かないのではないて．しiうか

やってできないのなら力をかそうと思うけど、やり

もしないでできないというのはどうでしょiか？そ

して、f・どもたちか積極的でないと思うの．〔1す．私

たちのころはゲームにしろ何にしろ、すごく楽しく

て積｛亟的にやっていたような気がします、．それは、

規にも責任があると思います．今の．観は「f・どもを

縛りすぎ」ではないでしょうか，1

　こんなに短い数年の閲にも、∫・どもたちは変わ一、

たのだろうか　そうしたことをも含めて、シュ．ニア・

リータ．一のOBたちは、私たちにさまざまな問題を

なけかけてくれているのである．
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特集・子どもと社会・文化II

世界の子ども科学館

あお　　　　　き　　　　　くに

青　　木　　国

東京国際大学教授

お

夫

　1．はじめに

　東京に子どもの総合文化施設として、こどもの城

がで’きて、世界中から注目を集めているか、それ以

後、各地に府県規模の子どものための文化施設の建

設が活発になったことはtt一ぱしいことで．ある、

　こどもの国、こども科学館、こども文化科学館、

あるいはこども美術館など総合的な施設や美術、杵

学等と対象を絞ったものも多く建設されている、ま

た、従来から整備きれてきた児竜館の内容を充実さ

せ、科学館の展示や活動に劣らないものも増えてき

ている，

　特に子・どものための科学館としては、盛岡市立r

ども科学館、秋m県立f’ども博物館、横浜こども科

学館、広島rii’こども文化科・学館など、従来からある

科学博物館にはない楽しい科学実．験装置などを展示

した、すく．』れた科学館が相：欠いで’創設され、その質

のうえからも、また数のうえからも、∫・どもド1．学館

については、欧米先進岡の水準に達したということ

がで’きるかもしれない，しかし、1炊米では常に新し

い試みがなされているので、これらを参考にLなが

ら、今後、n本の科学館の充実を図っていくべきで

あろう、

　2．世界の子ども科学館

　1’・どものための科学館とい・っても、一般に科学博

物館といわれている施設では、どこて．も児童のため

にいろいろな教育活動を用意Lて参加を呼び掛け、

展示品の説明板にも、r一どもが読みやすいように配

慮したり、あるいは子どものためのコーナー一を設け、

これを「こども博物館」と呼んで、特別に解説者を

置くなど、行っている。そのような意味からすれば、

どこの科学博物館も、子ども科学館的な機能を果アこ

しているということができる．

　博物館の歴史からいえぱ、当然のことながら、ヨ

ー
ロ．ttハ諸国に比べてアメリカ合衆国の歴史は新し

い，それた．けに、トil．くから博物館の教育的役割につ

いて重視L、」”どものための博物館を充実、発達さ

せてきた．以ドにアメリカをはじめ、各国のr一ども

のためのド1・学館についてその概要を記そう．

●アメリカ合衆国

　∫・ども博物館として歴史もあり、活発な活動をし

て知られているのはブル．・クリンr一ども博物館であ

ろう．1899年の創立で、∫・ども博物館としてはUli　yt

最初と称しているr音楽、小型の人形のコーナー、

動杣物、食物などの展示のほか、児童図書館を整備
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」三ビもたちに体験させようとしているといわれる．

　フリー7t・夕．’チ博物館はフィラデルフィアにあ

リ、7歳以トの了・どものためにrl．1’画され、現在はも

と倉庫であった建物を手rl川L、圭す「やってみる．1

そLてふれる二とに．よ．．．・て． 学ふ」ために、r．ども

のサイスに合わせた仕「ll場で、いろいろな仕事をや

ってみるなど、ユニークな活動をつつけている

　二のほか、ワシントンのアメリカ歴史博物館、’i．：

宙航空博物館、1．司立自然史博物館苛；の世界イ1’数の1［り

物館においても、i：どものための展小や教育『活動か

嗣意されている．また、先に記したポストン科学1専

物館やシカゴ糾学二産業1専物館も、それぞれの地域の

科学センター的な役割を．果たL、西海岸ではシャト

，し・のハシフィ・ク・サイエンスセンター、ポートラ

ンドのトζi．学卜lr物館、あるいは、サンフランシスコの

カリフォルニア科学アカデ．ミー、ロサンセ’．ルスのカ

リフtルニア科学産業博物館など、科学博物館とし

て．．流の内容をもち、同時に．f・ども博物館としての機

ポストン子ども博物館の展示（豊田寛氏提供）

：タo

能も1一分に果たしている　特に、カリフォルニア科

学：産業博物館では、入口のロビーに数台の遊｝Lを据

えつけ、子どもたちのノ＼気を集め、また、毎．週パ「1．

学の探検、と称して実験や観察の会を行っている．

　なお、合衆国ではこれまで．の科学博物館にはなか

った形式の施設を次々に生み出している，フロリタ．

のティフく；一・ワーJLドに巨額の経費を投して建設

したエフ．コ．．ttトセンターは、現代科学から未来まで．

の科学と生活をダ．イ→’ミ．・クに展示Lたもので、r一

どもから大人までか楽しむことかできるといわれて

いる．

　サンフランシスコのエクスプロラトリアムは、フ

ランク・オ・ヘンハイマーが中心になって創設した

｛・i・学の実．験の広場的なもので、日本の最近の利・学：館

に人きな杉響を与えた施設として知られている．

●カナダ

　トロントのオンクリt・サイエンス・センターか

鮫も知られている．．tトロントの郊外の地形を利旧し

た大｝見模の施設て．、1965年に開設され、字宙、地球、

分∫’『、「京子、ナ也質、通㍍とコンビューター等か↓虫自

　　　　　　　　WnteτPEey
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水あそひ（ボストン子ども博物館力イドブックより）



のにJtされた実験を叩心に展示され、劇場、売店カ

フェテリア等をもっている．、なお、サイェンス・サ

ー カースという移動展示をもち、この展示は日本に

も来たことか知られており、まさに、オンタリオ州

だけではなくカナダの科学センターとしての役割を

果たしている

　tタワには国立秤学技術博物館があり、宇宙、天

文、電気、通信、の壊i示のほか、離れた場所に航空

博物館を併設している。

　なお、トロントよU南へ行ったアメリカとの国境

に近く、占くから大学の町として知られているロン

ド．ンには、ロント．ン地域rども博物館がある、人類

学の標本や地域の歴史について展示している。

●ヨーロツバ

　新人陸にくらべ、ヨーロ．・！パ諸国では、科学博物

館や1’1然史博物館が永い歴史の中で発展をとげ、そ

の博物館の中で一般大衆へのサーピスとともに、チ

どものためにも、いろいろな配慮を払ってきたので、

1一ども科学館として独．立した施設は少なく、一般の

llF物館の機能の一部として見るべきかもしれない．

　世界第一を1誇るロンドンの科学博物館では地階の

一部にチ’レドレンズ・コーナーがあり、音のつたわ

り方や機械のしくみなどを自分で実際にためして見

られるようにしている。このコーナーは、小学生の

低学年以ドを対象にしているように思われる、

　エディンバラ、グラスゴー、バーミンガム、マン

チェスター等の大都市にはそれぞれすぐAた博物館

があり、エティンバラには幼児の博物館かあるt．幼

児のゲームや人形，コスチューム、ぱ康と教育のコ

ーナーがある、これは幼児のためというよt）も母規

栂卑の「iLl　diヒ母性．

のための博物館といえるかもしれない．

　最近で．は※国の嬬1；省が』‘｝学博物館の学校教育へ

の☆献を重視し、博物館ではそれに対応した柿々の

プロク’ラムを用意してサービスを行うことがさかん

になっている．

　フランスてはバリにすぐれた科学トじ物館力∀集中し、

国立科学技術博物館はコレクシヨンを豊富に所蔵し、

展示しており、またLク．’ランハレの中にある発明宮

は、多くのインストラクターによって、科学の実験

が演示、解説され、∫・どもたちの興味をかき立てて

いる　最近では，旧屠殺場あとに科学技術の総合セ

ンター、ラ・ピレ・ソトが建設されている。

　ドイツ・ミ⊥ンヘンのドイツ博物館、オランダ・

アィントフ1一ヘン．のエウ．オリュオンなどをはじめ、

スウェーデン、スイス、東ドイツにも多くのすぐれ

た科学博物館かある．．また、社会主義国で．は、ソ連

をはヒめ各国で．ヒオニール宮か科学センターとして

の役割を果たしていることに往目したい。

●アジア地区他

　イギリス統治時代の影響で、インドをはじめシン

ガポール、香港、オーストラリア等にすく’れた科学

1♪物館か．作られている、、インドで．は、ニューデリー

にネール・サィエンスセンターかあり、科学の展示

と種々の教育活動を行って成果をあげている。

　シン’カ．ポール、香港には最近、あいっいで科学博

物館がつくられ、今後の発展が注目され、中国も現

．在科学博物館の創設を計1！｝1iし、日本、韓国、台湾を

ふくめ．アジア1渚国の科学博物館はこれからますま

す発展をとげ、それにともなって新しい形のr一ども

博物館をつくり出していくにちがいない。
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特集・子どもと社会・文化II

母親の異文化体験とその影響

つか　　　　　もヒ　　　　　　み　　　え　　　こ

塚　　本　　美恵子
国際基督教大学教育研究所研究生

　1．はじめに

　近年、海外に長期滞在する日本人が増加するに従

って、親に同伴されて海外に滞在する子どもの数は

年々増えている。文部省の報青によると、義務教育

相当年齢の子弟だけでも約4万名とされており、こ

の数は今後更に多くなるだろうと予想される。

　このような背景から、帰国子女問題もさまざまな

機会に話題にのぼるようになり、いろいろな角度か

ら研究が始められているが、ここでは、親と子にと

っての異文化体験の問題点、異文化及び日本文化に

適応するプロセスで母親が果たす役割・影響につい

て、筆者が行った調査結果をもとに考察したい。

2．異文化体験の問題点

　日本国内にいる間、われわれは取り立てて「文化」

という枠組みを意識する事無く日々の生活を送って

いる。しかし一旦海外へ出てさまざまな人ぴとと接

することにより、初めて日本人であることを意識し

たり、その背景となる「文化」の存在に気づくこと

が多い。日本で成人した親にとって、生活の基盤と

なるのは日本文化であり、現地で接する文化はあく

まで異文化となる。

　一方、海外で成長過程にある子どもは、日本文化

で’あれ現地文化であれ、現地で接する文化を「自己

の基盤となる文化」として吸収・成長していく。こ

こに親と子で’「自己の文化」にずれが生じ、さまざ

まな問題が発生する。

　3親の考え・態度の重要性

　海外では、文化と深くかかわりのある家庭・学校・

地域社会といった子どもを取り巻く環境を、規が設

定することになる。子どもをどのような学校に通学

させるか〔現地校・日本人学校・インターナショナ

ルスクール等）、日本人が近くに居住している地域

に住むか、から始まって、家庭内での使用言語を何

にするか、現地の習慣をどこまで取り入れるか等に

至るまで、文化を考慮しながら、同時に親が子ども

をどのような人間に育てるのかといった基本E針に

従って決めることになる。

　また、滞在当初、言語による現地の人との直接の

コミュ；ケーションが不自由な子どもたちは、親の

現地の人に対する考えや態度を無意識のうちに体得

していくaこのような状況から、海外生活中は日本

国内で生活する時以上に親の考え・態度が子どもに
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